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一
昨
年
以
来
の
世
界
的
金
融
不
安
に

始
ま
っ
た
景
気
低
迷
の
影
響
は
、
地
方

経
済
の
一
段
の
冷
え
込
み
や
雇
用
不
安

を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
生
活
に
お
い
て
も
、
先
が
見
え
づ
ら

い
不
安
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
安
心

し
て
毎
日
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
そ

し
て
将
来
に
向
け
て
夢
が
抱
け
る
よ
う

な
施
策
の
展
開
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
17
年
３
月
に
誕
生
し
た
我
が
市

は
、
５
年
と
い
う
節
目
に
た
ち
、
市
民

の
融
合
や
市
民
目
線
で
の
ま
ち
づ
く

り
、
さ
ら
に
は
行
政
経
営
の
視
点
に
た

っ
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
総
合
計
画
に
５
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
環
境
が
急
激

に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
地
方
が
元
気

を
取
り
戻
し
、
活
力
あ
る
社
会
を
形
成

し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
済
対
策
は
も

と
よ
り
市
民
と
行
政
が
良
い
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
り
、
知
恵
と
汗
を
出
し
合
い
な

が
ら
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
夢
と
希
望
を

一般会計 151 億 3,000 万円 （8.1% 増）
特別会計    91 億 8,200 万円 （4.5% 減）

「安全・安心」「地域産業活性化」「人づくり」
３つのポイントでまちづくりを推進

※�各項目の割合は小数点以下第2位を四捨五入
　したもので、カッコ内は、対前年度比。

特 別 会 計

会計名 予算額 前年度比（%）

国民健康保険 44億 5,800 万円 0.8

老人保健 220万円 ▲ 89.7

後期高齢者医療 5億 6,070 万円 3.2

下水道事業 12億 3,610 万円 ▲ 26.9

農業集落排水事業 3億 5,870 万円 ▲ 12.6

介護保険 25億 6,630万円 1.7

合　計 91億 8,200万円 ▲ 4.5

特定の事業を行う場合に、一般会計と区分
し経理する会計です。

会計名 予算額 前年度比（%）

水

道

事

業

収益的
収　支

収入 10億 4,703万 2千円 ▲ 2.3

支出 10億 4,699万 3千円 ▲ 2.3

資本的
収　支

収入 1億 1,400 万円 ▲ 70.5

支出 5億 2,379万 5千円 ▲ 40.5

※資本的収支の不足額 4億 979 万 5 千円は、過年
度分損益勘定留保資金と減債積立金で補てん

民間企業における会計と同じで、事業の収
益で支出を賄う独立採算制の会計です。

持
っ
て
「
学
び
・
働
き
」
、
そ
し
て
長

寿
社
会
を
だ
れ
も
が
健
や
か
で
「
生
き

が
い
を
持
っ
て
楽
し
め
る
」
、
人
生
の

活
躍
の
舞
台
づ
く
り
が
私
の
目
指
す

「
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
今
年
は
、

そ
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
は
、
次
の
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
施
策
を
推
進
し
ま

す
。

　

１
点
目
は
「
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
の
確
保
」
で
す
。
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
震
災
対
策
や
防
災

機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常

生
活
で
の
不
安
解
消
を
図
る
保
健
予
防

や
消
費
者
相
談
の
強
化
、
さ
ら
に
は
、

市
民
の
公
共
交
通
対
策
と
し
て
新
た
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
地
域
の
産
業
振
興
と
活

性
化
」
で
す
。
企
業
立
地
促
進
、
農
業

振
興
、
観
光
Ｐ
Ｒ
等
の
事
業
拡
大
と
と

も
に
、
農
業
再
生
に
つ
い
て
も
、
担
い

手
育
成
や
遊
休
農
地
対
策
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
強
化
し
ま
す
。

　

３
点
目
は
「
市
の
次
世
代
を
担
う
人

づ
く
り
」
で
す
。
学
習
環
境
の
整
備
の

観
点
か
ら
の
学
校
の
耐
震
化
事
業
や
教

育
内
容
を
充
実
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
、
英
語
科
授
業
の
習
熟
度
向
上
対

策
、
さ
ら
に
、
社
会
や
学
校
等
の
環
境

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
教
育
現
場

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
を
支

援
し
ま
す
。

予算に関する問い合わせは　財政課　☎内線1571

人
生
の
活
躍
の
舞
台

　
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
　
　
か
す
み
が
う
ら
市
長

　
　
　
　
　
　
坪
井
透

平成 22 年度施政方針と予算

企 業 会 計

一 般 会 計

防災機能の充実

農業の振興

次世代を担う人づくり

市税
48億3,660万6千円
32.0％（▲ 4.0％）

地方交付税　35億円
23.1％（8.0％）

市債
19億8,730万円
13.1％（26.5％）

国庫支出金
17億3,871万1千円
11.5％（88.7％）

県支出金
8億4,883万9千円
5.6％（8.8％）

その他の依存財源
9億 1,536 万 3千円
6.0％（▲ 7.2％）

その他の自主財源
4億 1,653 万 2千円
2.8％（3.8％）

繰入金
5億8,664万9千円
3.9％（▲ 22.6％）

繰越金　3億円
2.0％（0.0％）

151億3,000万円
歳入

自主財源 40.7%（▲ 5.7％）依存財源 59.3%（5.7％）

民生費
48億8,890万8千円
32.3％（18.4％）

総務費
22億4,933万円
14.9％（▲ 5.9％）

土木費
13億9,253万9千円
9.2％（▲ 4.0％）

公債費
17億4,461万9千円
11.5％（6.1％）

衛生費
9億6,692万4千円
6.4％（▲ 17.1％）

教育費
20億4,719万1千円
13.5％（45.7％）

消防費
8億1,169万8千円
5.4％（4.8％）

農林水産業費
5億6,488万5千円
3.7％（▲ 5.9％）

その他　4億6,390万6千円
3.1％（5.9％）

歳出
151億3,000万円
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問い合わせは　企画課　☎内線1564

新規事業

主な継続事業

拡充事業

事業名と事業費 概　要
五輪堂橋改修事業 5,630 万円恋瀬川改修工事に伴う五輪堂橋の改修
神立駅周辺整備事業 216万 2千円神立駅西口地区土地区画整理事業の推進
住宅・建築物耐震化推進
事業 1,432 万円建築物の耐震改修の促進に関する法律に基づく耐震改修促進計画の策定
子ども手当事業 8億 4,853 万 4千円児童一人につき、月額13,000円を支給（該当者数 6,487 人）
歩崎公園ビジターセンター
管理運営事業 549万 8千円公園内各施設並びに周辺施設の一体的な管理と連携のとれた事業の推進など

ふるさと市民事業 113万円「ふるさと市民」の登録と観光施設や特産品の情報提供による地域産業の活性化
合併 5周年記念事業 200万円市民参加による合併 5周年記念事業の実施

がんばるふるさと支援事業 1,066 万 6千円農村コミュニティー活動の拠点となる「田子内コミュニティセンター」の整備支援

事業名と事業費 概　要
石岡地方斎場組合事業 4,850 万 7千円石岡市・小美玉市との広域斎場施設の移転建設
市道整備事業 3億 7,942 万 9千円市道の改良工事
幹線市道㋠ 6-0006 号線
整備事業 8,101 万 5千円平成17年度～平成 23年度（新治地区）

特定環境保全公共下水道
整備事業 2億 3,945 万 6千円加茂地区および松崎地区の汚水管渠（かんきょ）布設

上水道管路施設統合事業 1,620 万円上稲吉地区配水管延長事業
障害者地域生活支援事業 4,047 万 7千円障害者（児）が地域で暮らすための地域生活支援事業
医療福祉事業
（市単独事業） 2,682 万 6千円妊産婦に対する自己負担分の補助

子育て支援事業 2,412 万円市単独事業による子育て奨励金支給や３人っこ家庭応援事業
志筑小学校移転整備事業 10億 1,734 万 8千円校舎・体育館建築、外構工事など
園芸振興事業 2,961 万 4千円果樹等園芸作物の推進、新作物推進対策事業

水産振興事業 676万 5千円わかさぎ孵化放流事業補助水産加工特産品キャンペーン事業補助
商工振興事業 3,745 万円がんばる商店街支援事業補助など
霞ヶ浦庁舎建設事業 1億 7,643 万 7千円庁舎本体工事、付帯建物工事、旧庁舎解体など

平成21年度3月補正対応分
平成21年度に予算を補正し、平成22年度に事業を実施します。

事業名と事業費 概　要
市道舗装補修等事業 4,900 万円市道舗装補修工事設計委託、工事
市道排水等整備事業 4,100 万円市道排水整備工事設計委託、工事

遊休施設有効利用事業 8,797 万円旧第２保育所、旧第３保育所の改修工事設計委託、工事、旧下大津保育所の解体工事設計委託、工事
浄化槽交換事業 1,651 万 7千円志士庫小学校の合併浄化槽整備工事
各種公共施設等修繕事業 3,945 万 5千円市内の公共施設または公用施設の修繕
下稲吉東小学校体育館耐
震補強工事 1億 4,719 万 6千円下稲吉東小学校体育館耐震補強工事監理業務委託、工事

下稲吉中学校校舎耐震補
強工事 3億 6,081 万 7千円下稲吉中学校校舎耐震補強工事監理業務委託、工事

事業名と事業費 概　要

公共交通対策事業 2,602 万円
コミュニティバス運行事業補助
乗り合いタクシー運行事業の継続実施

住居表示事業 135万 1千円住居表示の計画に伴う現況調査（下原区など）
浄化槽設置整備事業 4,441 万 3千円高度処理型浄化槽の設置促進
まちづくり交付金事業
（霞ヶ浦中心地区） 5,849 万 2千円西成井バイパス改良工事および西成井・神立線道路補修工事

消防車両整備事業 4,998 万円老朽化に伴う常備消防車両の計画的更新

災害対策事業 992万 5千円市域の防災無線体系の統一を目指し、千代田地区の整備など防災情報体制の向上
ひとり暮らし高齢者
対策事業 114万 3千円ひとり暮らし高齢者調査、要援護高齢者の把握、緊急通報装置の設置など
家庭児童相談事業 503万 8千円児童に関する家庭や学校からの相談対応
私立保育所事業 2億 8,631 万円私立保育所への入所委託
任意予防接種事業 2,532 万 8千円おたふくかぜ、水痘、インフルエンザなど予防接種実施
中学生海外派遣事業
「少年のつばさ」 1,700 万円国際感覚の育成や国際交流の推進を目的にした２年生と３年生が対象の海外派遣
学校介助員設置事業 1,306 万 3千円心身に障害のある児童生徒の生活支援と安全確保
指導主事設置事業 2,982 万 1千円指導主事による学校計画訪問などの実施、教員への指導・助言

農業振興事業 1,415 万 2千円認定農業者および担い手の支援、ブランド化の推進トレーニングファーム事業など
林業振興事業 1,782 万 8千円身近なみどり整備推進事業、みどりの少年団補助
企業立地促進事業 2,409 万 8千円企業誘致の推進、担当窓口の設置など
観光ＰＲ推進事業 677万 9千円おもてなし料理の展開、湖山の宝巡りパスポート制度の実施
自治振興事業 3,222 万 5千円地域集会施設などの整備助成、行政区などへの文書配布委託
収入未済額縮減対策事業 2,502 万円差し押え財産のインターネット公売の実施など

国の平成 22 年度予算は、著しい税収の落ち込
みに対応し、地方の自主財源を増額する方針が示
されました。
本市財政においても、税収が落ち込む中、地方

交付税や臨時財政対策債の増により一般財源が確
保されましたが、福祉関係を中心とした社会保障
経費や公債費の増加などの要因により厳しい財政
状況は続いています。
このような状況の中、企業活動の活性化や雇

用の安定による地域の活力再生、災害対策などの
安全・安心な市民生活の確保、道路整備などの市
民生活に密着した社会資本整備の着実な推進と併
せ、学校耐震化の推進など新たな課題への対応が
必要となっています。このため、より一層の歳入・

歳出の見直しに取り組み、市民が真に求める事業
の絞り込みと予算の重点配分を基本として一般会
計に 151 億 3 千万円を予算計上しました。
一方、特別会計は、総額91億8,200万円を計上、

昨年度に比較し、4.5％の減となりました。

※　　　　合併特例債事業

平成22年度の予算と主要事業

予算に関する問い合わせは　財政課　☎内線1571
主要事業に関する問い合わせは　企画課　☎内線1564

志筑小の完成予想図


